
(毎月5､ 15､ 25日発行)

大阪府歯科保険医協会
発 行 人　　和田 　武
大阪市浪速区幸町1-2-33
電 話(06)6568-7731(代 表)
http://osk-hok.org/

●定価･年間10,000円 月1,000円
●1977年5月23日第三種郵便物認可

7/25
2022年第1433号

　

今
、
昭
和
レ

ト
ロ
が
は
や
っ

て
い
る
ら
し

い
。

　

建
物
で
い
え
ば
「
東
京
タ

ワ
ー
」
だ
ろ
う
か
。
１
９
５

８
年
12
月
23
日
竣
工
。
東
京

の
シ
ン
ボ
ル
、
観
光
名
所
で

あ
る
。「
東
京
タ
ワ
ー
」
の

名
称
は
、
名
称
審
査
会
が
公

募
し
た
中
か
ら
決
定
し
た
。

　

一
番
多
か
っ
た
名
称
は

「
昭
和
塔
」。
次
い
で
「
日

本
塔
」「
平
和
塔
」

だ
っ

た
。
小
説
・
Ｔ
Ｖ
・
映
画
と

数
々
の
メ
デ
ィ
ア
に
登
場

し
、
個
人
的
に
は
怪
獣
映
画

で
必
ず
壊
さ
れ
て
い
た
の
が

懐
か
し
い
。

　

同
じ
く
昭
和
時
代
に
誕
生

し
た
「
日
本
国
憲
法
」（
１

９
４
７
年
）。「
国
民
主
権
」

「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」

「
平
和
主
義
」
の
３
原
則
は

今
も
変
わ
る
事
は
な
い
。

　

平
和
や
人
権
が
脅
か
さ
れ

る
時
代
に
は
憲
法
が
生
き

る
。
憲
法
は
、
権
力
に
箍

（
た
が
）
を
は
め
る
国
民
の

武
器
だ
。
権
力
を
私
物
化
し

た
い
為
政
者
は
、
い
つ
で
も

箍
を
緩
め
よ
う
と
狙
っ
て
い

る
。

　

時
代
を
経
て
も
憲
法
は
国

民
を
守
り
続
け
て
い
る
。
そ

し
て
「
東
京
タ
ワ
ー
」
も
色

あ
せ
る
こ
と
な
く
東
京
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
輝
き
続
け
て

い
る
。 

（
Ｙ
）

８月の事業所得税

コロナ補助金で課税の可能性

休業保障が８月１日から制度改善

お申し込み・お問い合わせは共済部まで TEL06-6568-7438

負
担
増
ス
ト
ッ
プ
へ
署
名
協
力
を

自費・雑収入290万円超は注意を

　

自
公
政
権
が
10
日
の
参
院
選
で
改
選
過
半
数
の
議
席

を
獲
得
し
た
こ
と
を
受
け
、
社
会
保
障
制
度
「
改
革
」

の
行
方
に
警
戒
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。
政
府
は
今
後
、

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
原
則
２
割
化
や
介
護

保
険
の
負
担
増
な
ど
を
進
め
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
て

お
り
、
協
会
の
運
動
が
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
補
助
金
や
支
援
金
な
ど
を
受
け
取

っ
た
医
療
機
関
か
ら
「
『
個
人
の
事
業
内
容
に
関
す
る
回

答
書
』
が
大
阪
府
か
ら
届
い
た
」
と
の
相
談
が
協
会
に
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
補
助
金
等
に
関
し
、
個
人
事
業

税
の
納
付
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

参
院
選
の
結
果
を
受
け
、

小
澤
力
理
事
長
は
11
日
、
次

の
談
話
を
発
表
し
た
。

◇

　

参
院
選
で
は
、
政
権
与
党

が
単
独
過
半
数
を
獲
得
し
、

改
憲
４
党
（
自
民
、
公
明
、

維
新
、
国
民
）
が
改
憲
発
議

に
必
要
な
３
分
の
２
の
議
席

を
獲
得
し
ま
し
た
。
今
後
、

国
会
で
は
改
憲
議
論
の
加
速

　

75
歳
以
上
の
窓
口
負
担

「
２
倍
化
」
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
国
会
で
自
民
・
公
明

・
維
新
・
国
民
民
主
の
賛
成

で
法
「
改
正
」

が
成
立
し

た
。
２
０
２
２
年
10
月
か
ら

負
担
増
の
実
施
が
狙
わ
れ
て

い
る
。
対
象
と
な
る
の
は
、

75
歳
以
上
で
所
得
が
一
定
額

を
超
え
る
３
７
０
万
人
で
、

１
人
あ
た
り
年
５
万
円
を
超

え
る
負
担
増
を
強
い
る
こ
と

に
な
る
。

　

財
務
相
の
諮
問
機
関
・
財

政
制
度
等
審
議
会
が
５
月
に

ま
と
め
た
建
議
（
意
見
書
）

で
は
、
介
護
保
険
制
度
に
つ

い
て
①
利
用
料
の
原
則
２
割

負
担
へ
の
引
き
上
げ
②
ケ
ア

プ
ラ
ン
有
料
化
③
要
介
護

１
、
２
の
訪
問
介
護
・
通
所

介
護
の
保
険
給
付
外
し
―
―

を
提
案
。
現
在
の
介
護
保
険

の
利
用
料
は
、
一
定
以
上
の

所
得
者
を
除
く
65
歳
以
上
の

ほ
と
ん
ど
が
１
割
負
担
で
あ

り
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
と

同
様
に
「
２
倍
化
」
を
計
画

し
て
い
る
。

　

物
価
高
騰
や
年
金
給
付
額

の
削
減
で
大
打
撃
を
受
け
て

い
る
高
齢
者
に
大
幅
な
窓
口

・
利
用
者
負
担
増
を
強
い
れ

ば
、
生
活
苦
へ
の
追
い
打
ち

と
な
る
。
受
診
・
利
用
控
え

に
よ
っ
て
健
康
悪
化
を
招
く

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

一
方
で
、
自
民
党
は
軍
事

費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
％
か
ら
２

％
へ
の
「
２
倍
化
」
を
提
言

し
た
。
財
源
に
し
て
新
た
に

５
兆
円
以
上
の
確
保
が
必
要

に
な
る
な
か
、
さ
ら
な
る
社

会
保
障
費
の
削
減
が
強
行
さ

れ
か
ね
な
い
。
国
民
に
大
幅

な
給
付
減
・
負
担
増
を
押
し

付
け
る
危
険
が
高
ま
っ
て
い

る
。

　

協
会
は
社
会
保
障
制
度

「
改
悪
」
に
反
対
す
る
と
と

も
に
、
75
歳
以
上
の
窓
口
負

担
「
２
倍
化
」
ス
ト
ッ
プ
へ

９
月
末
ま
で
署
名
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
会
員
の
さ

ら
な
る
協
力
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
急

速
に
拡
大
し
て
い
る
。
歯
科

医
療
機
関
で
、
歯
科
医
師
や

ス
タ
ッ
フ
が
「
陽
性
」

や

「
濃
厚
接
触
」
と
な
っ
た
場

合
の
対
応
に
つ
い
て
、
改
め

て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

医
療
従
事
者
の
感
染
等
が

判
明
し
た
場
合
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
解
説
し
て
い

る
。

◆

　

詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

３
面
に
支
援
制
度
一
覧

や
大
軍
拡
が
推
し
す
す
め
ら

れ
、
医
療
・
社
会
保
障
抑
制

の
圧
力
が
強
ま
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
選
挙
争
点
に
つ

い
て
の
世
論
調
査
で
は
、
経

済
対
策
や
社
会
保
障
の
向
上

が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

改
憲
は
ほ
と
ん
ど
争
点
に
な

っ
て
お
ら
ず
、
国
民
の
多
く

は
防
衛
費
の
増
額
に
も
消
極

的
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
で

国
民
の
生
活
の
底
が
抜
け
て

い
く
中
で
、
歯
科
医
療
機
関

の
経
営
は
ひ
っ
迫
し
て
い
ま

す
。
歯
科
医
療
に
と
っ
て
、

憲
法
が
保
障
す
る
平
和
と
社

会
保
障
の
充
実
、
国
民
の
生

活
向
上
は
そ
の
基
盤
を
な
す

も
の
で
す
。
政
治
に
は
、
国

民
の
受
療
権
と
地
域
医
療
の

現
場
を
守
る
義
務
が
有
り
ま

す
。

　

協
会
は
今
後
も
、
国
民
の

受
療
権
と
会
員
の
権
利
・
生

活
を
守
る
た
め
に
、
先
生
方

と
共
に
い
っ
そ
う
の
努
力
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。

ふせ・ゆうじん　1976年、東京都生まれ。情報公開請
求による独自の日本政府文書発掘で知られる。2012年
『ルポイチエフ 福島第一原発レベル７の現場』で平和
・協同ジャーナリスト基金賞大賞、JCJ賞。2018年、
共著『日報隠蔽 南スーダンで自衛隊は何を見たのか』
で石橋湛山記念早稲田ジャーナリズム大賞を受賞。

社
会
保
障
改
悪
許
さ
な
い

８月６日（土）午後３時～５時
講師　布施祐仁氏（ジャーナリスト）
場所　М＆Ｄホール　　会費　無料

「中国脅威論」と
日米同盟のリスク

サマーセミナー2022
平
和
へ
の
課
題
考
え
よ
う

感
染
時
の
対
応

確
認
を

新
型
コ
ロ
ナ

お申込みは協会HP又は
右のQRコードから  　

　布施さんの講演は、難解
な安全保障を初歩から分か
りやすく学ぶことができま
す。タイムリーなテーマで
す。紛争地を経験されたジ
ャーナリストの生の声を聴
ける機会です。日本が取り
組むべき平和への課題を一
緒に考えましょう。

理
事
・
組
織
部
長

玉
川
尚
美
氏

！ 入院は１日目から給付（免責０日）
！ 自宅療養の免責を３日に大幅短縮　

医
療

診察なしで繰り返し使うリフィル処方箋の利用
拡大

「かかりつけ医普及」などを理由に受診時定額
負担

75歳以上の窓口負担を原則１割→２割

75歳以上の窓口負担３割の対象者拡大

金融資産の保有に応じて、75歳以上は患者負
担増

市販品類似薬の負担増や保険外し

先発医薬品について後発医薬品の価格との差額
は患者負担

財政影響が大きい高額な新薬・医療技術の保険
外し

国民健康保険料の大幅引き上げ（法定外繰入の
解消）

介
護

老健施設の室料負担増

利用料負担を原則１割→２割

金融資産等の保有に応じた介護施設の利用料増

ケアプラン作成の有料化

要介護１・２の訪問・通所介護の保険外し

表 政府・財務省が参院選後に狙う主な
　 改悪メニュー

表 課税対象（事業所得）となる
　 主な新型コロナ補助金等

参
院
選
受
け
小
澤
理
事
長
が
談
話

地
域
医
療
を
守
れ

　保険請求のご相談や年金・
休業保障制度のお問い合わせ
は直通番号をご利用ください。
社保研究部 06-6568-7467
共　済　部 06-6568-7438

協会直通番号のご案内

　

所
得
税
の
確
定
申
告
に
よ

り
、
保
険
診
療
以
外
の
事
業

所
得
（
自
費
診
療
・

雑
収

入
）
が
２
９
０
万
円
を
超
え

る
と
、
地
方
税
と
し
て
事
業

税
が
課
税
さ
れ
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
補
助
金
等
で
、
国
や
自

治
体
か
ら
受
給
し
た
給
付
金

や
支
援
金
な
ど
は
、

一
部
の
給
付
金
を
除

き
事
業
収
入
（
雑
収

入
）
と
み
な
さ
れ
る

（
表
）。

　

こ
れ
ま
で
個
人
事

業
税
を
課
さ
れ
た
こ

と
が
な
い
事
業
所
で

も
、
事
業
所
得
が
２

９
０
万
円
を
超
え
る

場
合
も
あ
る
た
め
注
意
が
必

要
だ
。
特
に
、
措
置
法
26
条

（
概
算
経
費
率
）
で
計
算
を

し
て
い
る
先
生
は
、
事
業
税

　

新
型
コ
ロ
ナ
補
助
金
等
の

税
制
上
の
取
り
扱
い
に
関

し
、
協
会
・
保
団
連
は
非
課

税
の
取
り
扱
い
を
す
る
よ
う

国
税
庁
な
ど
に
要
請
し
て
き

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
補
助
金
等

は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽

有
の
事
態
か
ら
医
療
提
供
体

制
を
守
る
た
め
、
国
か
ら
医

療
機
関
へ
の
補
助
金
で
あ

る
。
医
療
提
供
体
制
の
維
持

・
確
保
は
、
国
民
の
命
と
健

康
を
守
る
た
め
に
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
社
会
政
策
上
の

観
点
か
ら
課
税
対
象
外
と
す

べ
き
だ
。

　

今
後
も
協
会
・

保
団
連

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
地
域
医
療

を
守
る
歯
科
医
師
の
経
営
と

権
利
を
守
る
運
動
を
す
す
め

て
い
く
。

の
税
額
計
算
に
お
い
て
経
費

控
除
が
認
め
ら
れ
ず
、
課
税

額
が
多
く
な
る
た
め
問
題

だ
。

・感染拡大防止等支援金
・雇用調整助成金
・両立支援等助成金
・一時支援金
・月次支援金等

コ
ロ
ナ
補
助
金
非
課
税
を
要
望

協
会
・
保
団
連


